
(57)【要約】

【課題】少量のｐＨ調整剤で排水のリサイクル、再利用

が図れる排水のリサイクル処理方法及び処理装置を提供

することを目的とする。

【解決手段】排水中から粒子を分離する濾過器１と、そ

の濾過した排水を濃縮水と透過水に分離する膜分離装置

３と、前記膜分離装置３で分離した透過水をリサイクル

するための再利用管４からなり、前記膜分離装置３の上

流側で処理する排水のｐＨを検知するｐＨ検知手段６と

、その検知したｐＨに基づいて処理する排水のｐＨを６

以下あるいは８以上に調整するｐＨ調整手段５を設けた

排水リサイクル処理装置。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
排 水 中 か ら 粒 子 を 分 離 す る 濾 過 工 程 と 、
そ の 濾 過 し た 排 水 を 濃 縮 水 と 透 過 水 に 分 離 す る 膜 分 離 工 程 と 、
前 記 膜 分 離 工 程 で 分 離 し た 透 過 水 を リ サ イ ク ル す る た め の 返 送 工 程 か ら な り 、
前 記 膜 分 離 工 程 で 処 理 す る 排 水 の ｐ Ｈ は 、 ６ 以 下 あ る い は ８ 以 上 に 設 定 し た
排 水 の リ サ イ ク ル 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
排 水 中 か ら 粒 子 を 分 離 す る 濾 過 器 と 、
そ の 濾 過 し た 排 水 を 濃 縮 水 と 透 過 水 に 分 離 す る 膜 分 離 装 置 と 、
前 記 膜 分 離 装 置 で 分 離 し た 透 過 水 を リ サ イ ク ル す る た め の 再 利 用 管 か ら な り 、
前 記 膜 分 離 装 置 の 上 流 側 で 処 理 す る 排 水 の ｐ Ｈ を 検 知 す る ｐ Ｈ 検 知 手 段 と 、 そ の 検 知 し た
ｐ Ｈ に 基 づ い て 処 理 す る 排 水 の ｐ Ｈ を ６ 以 下 あ る い は ８ 以 上 に 調 整 す る ｐ Ｈ 調 整 手 段 を 設
け た 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 膜 分 離 装 置 は 、 逆 浸 透 膜 を 用 い た 請 求 項 ２ 記 載 の 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
脱 塩 処 理 装 置 を 前 記 濾 過 器 と 前 記 膜 分 離 装 置 の 間 に 設 け た 請 求 項 ２ 記 載 の 排 水 リ サ イ ク ル
処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
処 理 水 を 貯 留 す る 貯 留 槽 と 、
前 記 貯 留 槽 に 貯 留 し た 処 理 水 を 使 用 し て 生 産 を 行 う 生 産 装 置 と 、
前 記 生 産 装 置 内 の あ る 装 置 か ら の 汚 水 を 処 理 す る 汚 水 処 理 装 置 と 、
排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 と 、
前 記 生 産 装 置 内 の 残 り の 装 置 か ら の 排 水 を 、 前 記 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 及 び 前 記 汚 水 処
理 装 置 に 振 分 け す る 排 水 ピ ッ ト と 、
前 記 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 か ら の 循 環 水 を 前 記 貯 留 槽 に 戻 す 再 利 用 管 と を 備 え 、
前 記 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 は 、 排 水 中 か ら 粒 子 を 分 離 す る 濾 過 器 と 、 そ の 濾 過 し た 排 水
を 濃 縮 水 と 透 過 水 に 分 離 す る 膜 分 離 装 置 と 、 前 記 膜 分 離 装 置 の 上 流 側 で 処 理 す る 排 水 の ｐ
Ｈ を 検 知 す る ｐ Ｈ 検 知 手 段 と 、 そ の 検 知 し た ｐ Ｈ に 基 づ い て 処 理 す る 排 水 の ｐ Ｈ を ６ 以 下
あ る い は ８ 以 上 に 調 整 す る ｐ Ｈ 調 整 手 段 を 設 け た
排 水 リ サ イ ク ル 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 排 水 ピ ッ ト に 電 気 伝 導 度 を 検 知 す る 検 知 手 段 を 備 え 、
そ の 検 知 し た 電 気 伝 導 度 に よ り 前 記 生 産 装 置 か ら の 排 水 を 前 記 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 及
び 前 記 汚 水 処 理 装 置 に 振 分 け す る 請 求 項 ５ 記 載 の 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 シ ス テ ム 。
　

　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 工 業 や 一 般 の 製 造 業 の 工 場 か ら の 排 水 及 び 有 機 性 排 水 の リ サ イ ク ル 処
理 装 置 、 特 に プ リ ン ト 基 板 の エ ッ チ ン グ 工 程 等 か ら の 排 水 の リ サ イ ク ル 処 理 装 置 に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 近 で は 、 一 般 の 製 造 業 の 工 場 に お い て 、 排 水 を 下 水 道 放 流 す る 場 合 、 下 水 道 料 金 が 製
造 コ ス ト に 影 響 す る た め 、 排 水 を リ サ イ ク ル し 、 下 水 道 へ 放 流 す る 水 量 を 減 ら し た い と い
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う ニ ー ズ が 高 く な っ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 す な わ ち Ｂ Ｏ Ｄ 等 の 有 機 物 は 下 水 道 で 処 理 さ れ る の で 、 排 水 か ら 水 を 回 収 す る 際 に 、 有
機 物 を 処 理 せ ず 水 だ け を 回 収 し そ の 濃 縮 液 を 下 水 道 へ 放 流 す る と い う リ サ イ ク ル 法 が 望 ま
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な ニ ー ズ に 対 し て は 、 逆 浸 透 膜 に 代 表 さ れ る 脱 塩 処 理 装 置 が 、 有 機 物 と 共 に 塩
分 も 分 離 除 去 で き る の で 、 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 有 機 物 を 含 む 排 水 に 逆 浸 透 膜 を 使 用 し た 場 合 、 逆 浸 透 膜 内 で 有 機 物 （ Ｔ Ｏ Ｃ （
全 有 機 炭 素 量 ） ） が 濃 縮 さ れ る た め 、 膜 内 は 微 生 物 が 発 生 し や す い 環 境 と な り 、 微 生 物 に
よ る 膜 の 閉 塞 が 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 問 題 を 解 決 す る た め 、 ｐ Ｈ に 注 目 し た 膜 の 殺 菌 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特
許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 膜 の 殺 菌 方 法 は 、 前 処 理 後 の 供 給 液 に 硫 酸 等 の 安 価 な 酸 を ｐ Ｈ ２ ． ７ ～ ４ と な る よ
う 添 加 し 、 間 欠 的 に 膜 付 近 の 配 管 及 び 膜 面 を 殺 菌 処 理 し 、 ま た 耐 酸 性 菌 の 膜 へ の 堆 積 状 況
に 応 じ て ｐ Ｈ を ２ ． ６ 以 下 と な る よ う 添 加 し 、 間 欠 的 に 膜 付 近 の 配 管 及 び 膜 面 の 耐 酸 性 菌
を 殺 菌 処 理 す る と い う 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 膜 の 殺 菌 と ｐ Ｈ と の 関 係 で は 、 高 ｐ Ｈ 条 件 下 （ ｐ Ｈ ９ 以 上 ） で は 、 排 水 中 に 含 ま
れ る 有 機 物 や 微 生 物 に 対 す る 耐 汚 染 性 も 向 上 す る の で ア ル カ リ に よ る 調 整 を 特 徴 と し た 水
処 理 方 法 も 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 フ ッ 酸 と ア ン モ ニ ア を 含 む 排 水 で は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を 添 加 し て フ ッ 化 ナ ト リ
ウ ム と す る と と も に 、 排 水 を ｐ Ｈ ４ ～ ５ の 酸 性 に 調 整 し た 後 、 逆 浸 透 膜 装 置 で 処 理 す る 排
水 処 理 装 置 も 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ４ ７ ４ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ９ ２ １ ５ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ３ ８ ５ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 排 水 処 理 装 置 や 処 理 方 法 で は 、 特 定 物 質 の 除 去 や 純 水 製 造 の
た め の 殺 菌 を 目 的 と し て お り 、 ｐ Ｈ ４ 以 下 、 あ る い は ｐ Ｈ ９ ． ５ 以 上 と い う よ う に 、 酸 性
側 か ア ル カ リ 性 側 か 、 ど ち ら か 一 つ の 範 囲 内 に 調 整 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 す な わ ち 、 酸 性 か ア ル カ リ 性 、 ど ち ら か に ｐ Ｈ を 変 化 さ せ な け れ ば な ら ず 、 排 水 が ア ル
カ リ 性 の 時 ｐ Ｈ を 酸 性 に 調 整 す る 場 合 や 、 逆 に 排 水 が 酸 性 の 時 ｐ Ｈ を ア ル カ リ 性 に 調 整 す
る 場 合 に は 、 多 量 の ｐ Ｈ 調 整 剤 が 必 要 と な る と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 少 量 の ｐ Ｈ 調 整 剤 で 排 水 の リ
サ イ ク ル 、 再 利 用 が 図 れ る 排 水 の リ サ イ ク ル 処 理 方 法 及 び 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 排 水 の リ サ イ ク ル 処 理 方 法 は 、 排 水 中 か ら 粒 子 を
分 離 す る 濾 過 工 程 と 、 そ の 濾 過 し た 排 水 を 濃 縮 水 と 透 過 水 に 分 離 す る 膜 分 離 工 程 と 、 前 記
膜 分 離 工 程 で 分 離 し た 透 過 水 を リ サ イ ク ル す る た め の 返 送 工 程 か ら な り 、 前 記 膜 分 離 工 程
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で 処 理 す る 排 水 の ｐ Ｈ は 、 ６ 以 下 あ る い は ８ 以 上 に 設 定 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 は 、 排 水 中 か ら 粒 子 を 分 離 す る 濾 過 器 と 、 そ の
濾 過 し た 排 水 を 濃 縮 水 と 透 過 水 に 分 離 す る 膜 分 離 装 置 と 、 前 記 膜 分 離 装 置 で 分 離 し た 透 過
水 を リ サ イ ク ル す る た め の 再 利 用 管 か ら な り 、 前 記 膜 分 離 装 置 の 上 流 側 で 処 理 す る 排 水 の
ｐ Ｈ を 検 知 す る ｐ Ｈ 検 知 手 段 と 、 そ の 検 知 し た ｐ Ｈ に 基 づ い て 処 理 す る 排 水 の ｐ Ｈ を 検 知
す る ｐ Ｈ 検 知 手 段 と 、 そ の 検 知 し た ｐ Ｈ に 基 づ い て 処 理 す る 排 水 の ｐ Ｈ を ６ 以 下 あ る い は
８ 以 上 に 調 整 す る ｐ Ｈ 調 整 手 段 を 設 け た 構 成 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 に よ れ ば 、 膜 分 離 装 置 の 上 流 側 で 処 理 す
る 排 水 の ｐ Ｈ を 検 知 す る ｐ Ｈ 検 知 手 段 と 、 そ の 検 知 し た ｐ Ｈ に 基 づ い て 処 理 す る 排 水 の ｐ
Ｈ を ６ 以 下 あ る い は ８ 以 上 に 調 整 す る ｐ Ｈ 調 整 手 段 を 設 け た 構 成 と し て い る た め 、 排 水 が
ｐ Ｈ ６ 以 下 の 酸 性 あ る い は ｐ Ｈ ８ 以 上 の ア ル カ リ 性 の 場 合 は 、 ｐ Ｈ 調 整 剤 は 不 要 で 、 前 記
以 外 の 中 性 域 の ｐ Ｈ の 場 合 の み 、 ｐ Ｈ 調 整 剤 が 必 要 と な り 、 さ ら に そ の 添 加 量 は 最 大 で ｐ
Ｈ １ 変 化 さ せ る だ け の 少 量 で 良 い と い う よ う に 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト の 低 減 が 図 れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 は 、 排 水 中 か ら 粒 子 を 分 離 す る 濾 過 器 と 、 そ の 濾 過 し
た 排 水 を 濃 縮 水 と 透 過 水 に 分 離 す る 膜 分 離 装 置 と 、 前 記 膜 分 離 装 置 で 分 離 し た 透 過 水 を リ
サ イ ク ル す る た め の 再 利 用 管 か ら な り 、 前 記 膜 分 離 装 置 の 上 流 側 で 処 理 す る 排 水 の ｐ Ｈ を
検 知 す る ｐ Ｈ 検 知 手 段 と 、 そ の 検 知 し た ｐ Ｈ に 基 づ い て 処 理 す る 排 水 の ｐ Ｈ を ６ 以 下 あ る
い は ８ 以 上 に 調 整 す る ｐ Ｈ 調 整 手 段 を 設 け た 構 成 と し て い る 。 こ の ｐ Ｈ の 調 整 範 囲 に よ り
、 ｐ Ｈ 調 整 剤 の 添 加 量 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 は 、 膜 分 離 装 置 に 逆 浸 透 膜 を 用 い る こ と が 好 ま
し い 。 こ の 逆 浸 透 膜 に よ り 排 水 中 の 不 純 物 の 除 去 率 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 は 、 脱 塩 処 理 装 置 を 濾 過 器 と 膜 分 離 装 置 の 間 に
設 け る こ と が 好 ま し い 。 こ の 脱 塩 処 理 装 置 を 設 け る こ と に よ り 、 膜 に 炭 酸 カ ル シ ウ ム 等 の
ス ケ ー ル が 析 出 す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 シ ス テ ム は 、 処 理 水 を 貯 留 す る 貯 留 槽 と 、 前 記 貯 留 槽 に 貯
留 し た 処 理 水 を 使 用 し て 生 産 を 行 う 生 産 装 置 と 、 前 記 生 産 装 置 内 の あ る 装 置 か ら の 汚 水 を
処 理 す る 汚 水 処 理 装 置 と 、 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 と 、 前 記 生 産 装 置 内 の 残 り の 装 置 か ら
の 排 水 を 、 前 記 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 及 び 前 記 汚 水 処 理 装 置 に 振 分 け す る 排 水 ピ ッ ト と
、 前 記 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 か ら の 循 環 水 を 前 記 貯 留 槽 に 戻 す 再 利 用 管 と を 備 え 、 前 記
排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 は 、 排 水 中 か ら 粒 子 を 分 離 す る 濾 過 器 と 、 濾 過 し た 排 水 を 濃 縮 水
と 透 過 水 に 分 離 す る 膜 分 離 装 置 と 、 前 記 膜 分 離 装 置 の 上 流 側 で 処 理 す る 排 水 の ｐ Ｈ を 検 知
す る ｐ Ｈ 検 知 手 段 と 、 そ の 検 知 し た ｐ Ｈ に 基 づ い て 処 理 す る 排 水 の ｐ Ｈ を ６ 以 下 あ る い は
８ 以 上 に 調 整 す る ｐ Ｈ 調 整 手 段 を 設 け た も の で あ る 。 こ の シ ス テ ム に よ り 、 排 水 の リ サ イ
ク ル 率 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 シ ス テ ム は 、 排 水 ピ ッ ト に 電 気 伝 導 度 を 検 知 す る 検
知 手 段 を 備 え 、 そ の 検 知 し た 電 気 伝 導 度 に よ り 前 記 生 産 装 置 か ら の 排 水 を 前 記 排 水 リ サ イ
ク ル 処 理 装 置 及 び 前 記 汚 水 処 理 装 置 に 振 分 け す る も の で あ る 。 電 気 伝 導 度 を 利 用 す る こ と
に よ り 、 排 水 を 汚 濁 状 態 に 応 じ て 連 続 的 に 振 分 け る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 に つ い て 例 を あ げ て 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ
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れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 図 １ に お い て 、 濾 過 器 １ 、 脱 塩 処 理 装 置 ２ 、 膜 分 離 装 置 ３ が こ の 順 番 で 配 管 に よ り 接 続
さ れ 、 排 水 は 濾 過 器 １ か ら 導 入 さ れ 、 膜 分 離 装 置 ３ の 膜 透 過 水 は 、 再 利 用 管 ４ に よ り 、 再
利 用 場 所 へ 戻 っ て い く 。 濾 過 器 １ の 前 に は ｐ Ｈ 調 整 手 段 ５ が 、 脱 塩 処 理 装 置 ２ と 膜 分 離 装
置 ３ の 間 に は 、 ｐ Ｈ 検 知 手 段 ６ が 設 け ら れ 、 さ ら に 膜 分 離 装 置 ３ で 分 離 さ れ た 濃 縮 水 は 、
返 送 管 ７ で 脱 塩 処 理 装 置 ２ に 返 送 さ れ る 。 ま た 、 濾 過 器 １ や 脱 塩 処 理 装 置 ２ か ら の 排 出 物
は 別 途 処 理 ま た は 系 外 へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 濾 過 器 １ と し て は 、 砂 等 の 濾 材 を 用 い た も の や 、 マ イ ク ロ フ ィ ル タ ー や 限 外 濾 過 膜 等 の
膜 を 用 い た も の が 使 用 さ れ 、 脱 塩 処 理 装 置 ２ と し て は 、 逆 浸 透 膜 や 電 気 透 析 装 置 、 特 に 自
己 洗 浄 機 能 を 持 つ 極 性 転 換 方 式 の 電 気 透 析 装 置 が 好 ま し く 、 膜 分 離 装 置 ３ に は 、 逆 浸 透 膜
を 用 い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 極 性 転 換 方 式 の 電 気 透 析 装 置 は 、 自 己 洗 浄 能 力 に よ り 、 通 常 運 転 で は 薬 品 の 注 入 を 必 要
と せ ず 、 水 利 用 率 を ９ ０ ％ 以 上 に す る こ と が で き る の で 、 水 の リ サ イ ク ル に 適 し て い る 。
逆 浸 透 膜 は 分 離 膜 の 中 で は ０ ． ５ ｎ ｍ 以 下 の 最 も 微 細 な 物 質 ま で 分 離 で き 、 排 水 リ サ イ ク
ル の 最 終 工 程 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 濾 過 器 １ に 導 入 さ れ る 排 水 は 、 工 場 等 の 生 産 工 程 で 発 生 す る 洗 浄 水 等 で 、 排 水 と し て は
汚 染 度 は 低 く 、 多 量 に 使 用 さ れ る た め 、 リ サ イ ク ル を 図 っ て い る 。 リ サ イ ク ル 時 で の 問 題
は 膜 表 面 で の 微 生 物 の 繁 殖 で あ り 、 膜 で 処 理 す る 排 水 の ｐ Ｈ を ６ 以 下 あ る い は ８ 以 上 の 中
性 域 以 外 に 設 定 す る こ と に よ り 、 微 生 物 の 繁 殖 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 ｐ Ｈ 検 知 手 段 ６ で 検 知 し た ｐ Ｈ が ６ よ り 大 き く ７ 以 下 の 場 合 は 、 ｐ
Ｈ 調 整 剤 と し て 硫 酸 等 の 酸 を ｐ Ｈ 調 整 手 段 ５ に よ り 添 加 し 、 膜 分 離 装 置 ３ で 処 理 す る 排 水
の ｐ Ｈ を ６ 以 下 の 酸 性 と す る 。 ま た ｐ Ｈ 検 知 手 段 ６ で 検 知 し た ｐ Ｈ が ７ よ り 大 き く ８ 以 下
の 場 合 は 、 ｐ Ｈ 調 整 剤 と し て Ｎ ａ Ｏ Ｈ 等 の ア ル カ リ を ｐ Ｈ 調 整 手 段 ５ に よ り 添 加 し 、 膜 分
離 装 置 ３ で 処 理 す る 排 水 の ｐ Ｈ を ８ 以 上 の ア ル カ リ 性 と す る 。 こ の よ う な ｐ Ｈ 調 整 に お い
て は 、 ｐ Ｈ の 変 化 は 最 大 で １ と な り 、 ｐ Ｈ 調 整 剤 と し て の 酸 あ る い は ア ル カ リ の 添 加 量 は
少 な く で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 膜 分 離 装 置 ３ で 処 理 す る 排 水 の ｐ Ｈ を ６ 以 下 あ る い は ８ 以 上 に 調 整 す る
こ と で 、 微 生 物 の 繁 殖 を 抑 制 で き 、 ｐ Ｈ 調 整 剤 等 の 薬 剤 の 使 用 も 少 な く 、 排 水 の リ サ イ ク
ル が 可 能 と な る 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 が 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 ｐ Ｈ 調 整 手 段 ５ 、 ｐ Ｈ 検 知 手 段 ６ を 設 け た が 、 工 場 等 の 洗 浄 水 で
、 予 め ｐ Ｈ が ６ 以 下 あ る い は ８ 以 上 と 分 か っ て い る 場 合 は 、 特 に 設 け な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 ｐ Ｈ 調 整 手 段 ５ を 濾 過 器 １ の 前 に 設 け た が 、 ｐ Ｈ 検 知 手 段 ６ の 上
流 側 で ｐ Ｈ 調 整 剤 の 影 響 を 受 け な い 場 所 で あ れ ば 、 特 に 設 け る 場 所 は 限 定 し な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 図 ２ は 、 実 施 例 １ の 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 を 用 い た 排 水 リ サ イ ク ル シ ス テ ム の 一 実 施
例 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ に お い て 、 排 水 は 貯 留 槽 １ １ を 起 点 と し て 、 生 産 装 置 １ ２ 、 排 水 ピ ッ ト １ ３ 、 排 水
リ サ イ ク ル 処 理 装 置 １ ４ を 経 て 、 貯 留 槽 １ １ に 戻 る と い う 循 環 で リ サ イ ク ル さ れ て い る 。
一 方 、 生 産 装 置 １ ２ で 発 生 し た リ サ イ ク ル に 適 さ な い 、 汚 染 度 の 高 い 汚 水 は 、 汚 水 処 理 設
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備 １ ５ に 導 入 さ れ 、 濾 過 器 １ 及 び 脱 塩 処 理 装 置 ２ か ら の 排 出 物 と と も に 、 処 理 さ れ る 。 さ
ら に は 、 排 水 ピ ッ ト １ ３ で 振 分 け ら れ た 汚 染 度 の 高 い 汚 水 も 汚 水 処 理 設 備 １ ５ に 導 入 さ れ
、 処 理 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 の 構 成 に お い て 、 排 水 ピ ッ ト １ ３ で の 排 水 の 振 分 け は 、 電 気 伝 導 度 を 常 時 監 視 し 、
連 続 的 に 行 っ て い る 。 す な わ ち 、 電 気 伝 導 度 と 水 の 汚 染 度 が 比 例 関 係 に あ る 、 と い う 性 質
を 利 用 し 、 あ る 設 定 値 以 上 の 場 合 は 汚 水 処 理 設 備 １ ５ へ 、 以 下 の 場 合 は 排 水 リ サ イ ク ル 処
理 装 置 １ ４ へ と 振 分 け ら れ る 。 例 え ば 、 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 １ ４ の 処 理 性 能 を 上 げ れ
ば 、 電 気 伝 導 度 の 設 定 値 を 上 げ る こ と が で き 、 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 １ ４ へ の 供 給 水 量
を 増 加 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 こ の リ サ イ ク ル 処 理 シ ス テ ム の 運 転 例 を 、 各 装 置 の 水 量 で 示 す 。 値 は 全 て ｍ 3 ／
日 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま ず 、 貯 留 槽 １ １ へ の 供 給 ａ は １ ０ ９ ７ 、 貯 留 槽 １ １ か ら 生 産 装 置 １ ２ へ は １ ９ ２ ０ 、
生 産 装 置 １ ２ か ら 排 水 ピ ッ ト １ ３ へ は １ ８ ０ ０ 、 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 １ ４ 内 の 濾 過 器
１ へ は １ ３ ５ ０ 、 濾 過 器 １ か ら 脱 塩 処 理 装 置 ２ へ は １ ０ ８ ０ 、 脱 塩 処 理 装 置 ２ か ら 膜 分 離
装 置 ３ へ は １ ０ ２ ９ 、 膜 分 離 装 置 ３ か ら 貯 留 槽 １ １ へ は ８ ２ ３ と な り 、 最 終 的 な リ サ イ ク
ル 率 は ８ ２ ３ ／ １ ９ ２ ０ で ４ ３ ％ と な っ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の リ サ イ ク ル 率 は 従 来 ２ ７ ％ で あ り 、 実 施 例 １ の 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置 を 採 用 し 、
排 水 ピ ッ ト １ ３ の 電 気 伝 導 度 の 設 定 値 を ２ ０ ０ ０ か ら ３ ０ ０ ０ に 変 更 す る こ と に よ り 、 リ
サ イ ク ル 率 １ ６ ％ の 向 上 が 可 能 と な っ た も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 排 水 の リ サ イ ク ル 処 理 装 置 に よ れ ば 、 少 量 の ｐ Ｈ 調 整 剤 で 排 水
の リ サ イ ク ル 、 再 利 用 が 図 れ る た め 、 排 水 の リ サ イ ク ル 設 備 に 広 く 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ を 示 す 構 成 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 示 す 構 成 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ 　 　 濾 過 器
　 ２ 　 　 脱 塩 処 理 装 置
　 ３ 　 　 膜 分 離 装 置
　 ４ 　 　 再 利 用 管
　 ５ 　 　 ｐ Ｈ 調 整 手 段
　 ６ 　 　 ｐ Ｈ 検 知 手 段
　 ７ 　 　 返 送 管
　 １ １ 　 　 貯 留 槽
　 １ ２ 　 　 生 産 装 置
　 １ ３ 　 　 排 水 ピ ッ ト
　 １ ４ 　 　 排 水 リ サ イ ク ル 処 理 装 置
　 １ ５ 　 　 汚 水 処 理 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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